






要約:Sotos 症候群の遺伝性を検討し常染色体性優性遺伝形式を示すことを明らかにした。

過成長が特徴的な本症の身体発育パターンを検討した。生下時から大きく過成長は乳幼児

期がピークで正常児の平均+1.5～2S.D を示すが,その後は成長率は低下し思春期には正常

児レベルになる。しかし頭囲は平均+2～3S.D.レベルを維持している。骨発育は 3才未満は

正常で 8 才頃までは暦年齢より 2～3 才促進し思春期には正常に復する。MCPP 分析は特徴

的で診断上有意義である。 


